
JP 2020-511854 A5 2021.4.8

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和3年4月8日(2021.4.8)

【公表番号】特表2020-511854(P2020-511854A)
【公表日】令和2年4月16日(2020.4.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-015
【出願番号】特願2019-551594(P2019-551594)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  72/12     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｌ  27/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   72/12     １５０　
   Ｈ０４Ｗ   72/04     １３６　
   Ｈ０４Ｌ   27/26     １１４　

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月22日(2021.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別することと、前記アップリンク送信は、
第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
することと、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定することと、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信することと、
　を備え、
　前記過渡期間は、送信電力またはＲＢ割り振りのうちの少なくとも１つが変化する領域
である、方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記第２のＲＳに隣接すると決定すること
、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に少なくと
も部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記第２のＲＳとオーバーラップするように
構成される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に少なくと
も部分的に基づいて、前記第２のＲＳとオーバーラップするように構成される、請求項２
に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記ＴＴＩの前記データに隣接すると決定
すること、
　をさらに備え、
　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少なくとも部
分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記データのうちの少なくとも１つとオーバーラ
ップするように構成される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＲＳの前記タイプを識別することは、
　前記アップリンク送信のアップリンク構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の
ＲＳの周期性を識別すること、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記データの前記タイプを識別することは、
　前記データ、または前記データのコンテンツ、または両方に関連付けられた変調および
符号化方式（ＭＣＳ）を識別すること、
　を備え、
　前記データの前記コンテンツは、確認応答または否定確認応答を備える、または、
　前記ＴＴＩまたは前記第１のＲＳは、別のワイヤレスデバイスに関連付けられる、また
は、
　前記第１のＲＳは、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を備える、または、
　前記第２のＲＳは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別するための手段と、前記アップリンク送
信は、第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間
隔（ＴＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
するための手段と、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定するための手段と、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成するための手段と、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信するための手段と、
　を備え、
　前記過渡期間は、送信電力またはＲＢ割り振りのうちの少なくとも１つが変化する領域
である、装置。
【請求項９】
　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記第２のＲＳに隣接すると決定するため
の手段、
　をさらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に少なくと
も部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記第２のＲＳ、または前記第２のＲＳとオ
ーバーラップするように構成される、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
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　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記ＴＴＩの前記データに隣接すると決定
するための手段、
　をさらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少なくとも部
分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記データのうちの少なくとも１つとオーバーラ
ップするように構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１のＲＳの前記タイプを識別するための前記手段は、
　前記アップリンク送信のアップリンク構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の
ＲＳの周期性を識別するための手段、
　を備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記データの前記タイプを識別するための前記手段は、
　前記データ、または前記データのコンテンツ、または両方に関連付けられた変調および
符号化方式（ＭＣＳ）を識別するための手段、
　を備え、ここにおいて、
　前記データの前記コンテンツは、確認応答または否定確認応答を備える、または、
　前記ＴＴＩまたは前記第１のＲＳは、別のワイヤレスデバイスに関連付けられる、また
は、
　前記第１のＲＳは、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を備える、または、
　前記第２のＲＳは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別することと、前記アップリンク送信は、
第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
することと、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定することと、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信することと、
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を備え、
　前記過渡期間は、送信電力またはＲＢ割り振りのうちの少なくとも１つが変化する領域
である、非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　[0130]　本明細書における説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能に
するために提供される。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかであり、本明細
書で定義した一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形に
適用できる。よって、本開示は、本明細書に説明される例および設計に制限されるもので
はなく、本明細書に開示された原理および新規な特徴に合致する最も広い範囲が与えられ
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るべきものである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信のための方法であって、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別することと、前記アップリンク送信は、
第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
することと、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定することと、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信することと、
　を備える、方法。
[Ｃ２]　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記第２のＲＳに隣接すると決定す
ること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に少
なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記第２のＲＳとオーバーラップする
ように構成される、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に少
なくとも部分的に基づいて、前記第２のＲＳとオーバーラップするように構成される、Ｃ
２に記載の方法。
[Ｃ５]　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記ＴＴＩの前記データに隣接する
と決定すること、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少なく
とも部分的に基づいて、前記データとオーバーラップするように構成される、Ｃ５に記載
の方法。
[Ｃ７]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少なく
とも部分的に基づいて、前記第１のＲＳとオーバーラップするように構成される、Ｃ５に
記載の方法。
[Ｃ８]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少なく
とも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記データとオーバーラップするように構
成される、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ９]　前記第１のＲＳの前記タイプを識別することは、
　前記アップリンク送信のアップリンク構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の
ＲＳの周期性を識別すること、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記データの前記タイプを識別することは、
　前記データ、または前記データのコンテンツ、または両方に関連付けられた変調および
符号化方式（ＭＣＳ）を識別すること、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記データの前記コンテンツは、確認応答または否定確認応答を備える、Ｃ１
０に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記ＴＴＩまたは前記第１のＲＳは、別のワイヤレスデバイスに関連付けられ
る、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記第１のＲＳは、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を備える、Ｃ１に記載
の方法。
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[Ｃ１４]　前記第２のＲＳは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１５]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別するための手段と、前記アップリンク送
信は、第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間
隔（ＴＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
するための手段と、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定するための手段と、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成するための手段と、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信するための手段と、
　を備える、装置。
[Ｃ１６]　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記第２のＲＳに隣接すると決定
するための手段、
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に
少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記第２のＲＳとオーバーラップす
るように構成される、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に
少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＲＳとオーバーラップするように構成される、
Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記ＴＴＩの前記データに隣接す
ると決定するための手段、
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記データとオーバーラップするように構成される、Ｃ１９に
記載の装置。
[Ｃ２１]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳとオーバーラップするように構成される、Ｃ１
９に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記データとオーバーラップするように
構成される、Ｃ１９に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記第１のＲＳの前記タイプを識別するための前記手段は、
　前記アップリンク送信のアップリンク構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の
ＲＳの周期性を識別するための手段、
　を備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記データの前記タイプを識別するための前記手段は、
　前記データ、または前記データのコンテンツ、または両方に関連付けられた変調および
符号化方式（ＭＣＳ）を識別するための手段、
　を備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記データの前記コンテンツは、確認応答または否定確認応答を備える、Ｃ２
４に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記ＴＴＩまたは前記第１のＲＳは、別のワイヤレスデバイスに関連付けられ
る、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記第１のＲＳは、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を備える、Ｃ１５に記
載の装置。
[Ｃ２８]　前記第２のＲＳは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、Ｃ１５に記載の装置
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。
[Ｃ２９]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　を備え、前記プロセッサおよびメモリは、
　　アップリンク送信のためのリソース許可を識別することと、前記アップリンク送信は
、第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間隔（
ＴＴＩ）とを備え、
　　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識
別することと、
　　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前
記タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記
データに関連付けられた優先順位を決定することと、
　　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前
記ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、
　　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信することと、
　を行うように構成された、装置。
[Ｃ３０]　前記プロセッサおよびメモリは、
　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記第２のＲＳに隣接すると決定すること
、
　を行うように構成される、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３１]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に
少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記第２のＲＳとオーバーラップす
るように構成される、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３２]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記第２のＲＳに隣接するとの前記決定に
少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＲＳとオーバーラップするように構成される、
Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３３]　前記プロセッサおよびメモリは、
　前記第１のＲＳが前記アップリンク送信内で前記ＴＴＩの前記データに隣接すると決定
すること、
　を行うように構成される、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３４]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記データとオーバーラップするように構成される、Ｃ３３に
記載の装置。
[Ｃ３５]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳとオーバーラップするように構成される、Ｃ３
３に記載の装置。
[Ｃ３６]　前記過渡期間は、前記第１のＲＳが前記データに隣接するとの前記決定に少な
くとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳおよび前記データとオーバーラップするように
構成される、Ｃ３３に記載の装置。
[Ｃ３７]　前記第１のＲＳの前記タイプを識別するように構成された前記プロセッサおよ
びメモリは、
　前記アップリンク送信のアップリンク構成に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の
ＲＳの周期性を識別すること、
　を行うように構成された前記プロセッサおよびメモリを備える、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３８]　前記データの前記タイプを識別するように構成された前記プロセッサおよびメ
モリは、　前記データ、または前記データのコンテンツ、または両方に関連付けられた変
調および符号化方式（ＭＣＳ）を識別すること、
　を行うように構成された前記プロセッサおよびメモリを備える、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３９]　前記データの前記コンテンツは、確認応答または否定確認応答を備える、Ｃ３
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８に記載の装置。
[Ｃ４０]　前記ＴＴＩまたは前記第１のＲＳは、別のワイヤレスデバイスに関連付けられ
る、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ４１]　前記第１のＲＳは、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を備える、Ｃ２９に記
載の装置。
[Ｃ４２]　前記第２のＲＳは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）を備える、Ｃ２９に記載の装置
。
[Ｃ４３]　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であ
って、前記コードは、
　アップリンク送信のためのリソース許可を識別することと、前記アップリンク送信は、
第１の基準信号（ＲＳ）と、少なくとも第２のＲＳおよびデータを含む送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）とを備え、
　前記第１のＲＳのタイプ、前記第２のＲＳのタイプ、および前記データのタイプを識別
することと、
　前記第１のＲＳの前記タイプ、前記第２のＲＳの前記タイプ、および前記データの前記
タイプに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、前記第２のＲＳ、および前記デ
ータに関連付けられた優先順位を決定することと、
　前記決定された優先順位に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＳ、または前記
ＴＴＩ、または両方とオーバーラップする過渡期間を動的に構成することと、
　前記構成された過渡期間を備える前記アップリンク送信を送信することと、
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読
媒体。
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